富の貧しさ
マルコの福音書 10:17-31
四人の福音書記者のうち三人は、彼らにとって非常に印象深かったに違いない出来事を含めています。それは、ある裕福な青年の指導者がイエスに近づいた時のことです。イエスとこの男性との対話から、金銭が私たちの霊的生活にいかに重要な影響を及ぼし得るか、また弟子となることの要求と報いが実際にどれほど大きいかを学びます。富裕な人々は、実際には貧しい人々よりも神の目に「貧しい」のだと分かります。なぜなら、彼らの富は、貧しい人々にはない、王国に入る際の大きな障害だからです。
金持ちの青年とイエス
まず、マルコがその福音書で記している物語を見てみましょう。
¹⁷ イエスが道に出て行くと、一人の人が走り寄ってひざまずき、「先生。あなたは尊いお方です。お教えください。天国に入るにはどうしたらよいでしょうか」と尋ねました。
¹⁸ 「どうしてわたしを尊いと言うのですか。尊いお方は神おひとりです。
- マルコの福音書 10:17-18
ルカは、この裕福な青年を「指導者」と呼んでいます。彼は若かったにもかかわらず、地元の会堂の指導者だったからです。彼は大きな熱意（イエスのもとに走って来た）と敬意（ひざまずいた）をもってイエスに近づきます。彼はイエスを「良い」教師と呼びましたが、これはユダの手紙ヤ人の慣習に反することであり、そのためイエスは彼を戒めました（良い方と呼ばれる資格があるのは神だけであり、この人はイエスが神であることを認めていませんでした）。彼はまた、人間の状態の核心に関わる、真摯な質問をしました。
永遠のいのちを受け継ぐためには何をすべきか？
もちろん、この質問から彼の問題が明らかになります。彼は永遠のいのちが自分の行いに基づいていると考えており、自分はすべてを行ったのに、それでも永遠のいのちを持っていないと思っているので、まだ行っていないことをイエスに教えてほしいと願っています！非常に宗教的ですが、それでも満たされていません。
¹⁹ それはさておき、今の質問に答えましょう。守るべき戒めは知っていますね。殺してはならない、姦淫してはならない、盗んではならない、うそをついてはならない、だまし取ってはならない、あなたの父と母とを敬いなさい、という戒めです。」
²⁰ 「はい、先生。私は今まで、それらを一つも破ったことはありません。」
- マルコの福音書 10:19-20
さて、永遠のいのちを得る方法が二つあることが分かります。
1. 神のすべての戒めに完全に従えば、永遠のいのちを得ます。
1. キリストを信じ、神からの贈り物として永遠のいのちを受けます。
神は、律法と預言者たちを通して、ユダの手紙ヤ人たちに、彼らには御自身の律法を守ることができず、永遠のいのちを得るためには信仰に頼らなければならないことを示そうとしてこられました。イエスはこの人に質問をして、彼が自分の救いを得るためにどの道を追い求めていたのかを引き出そうとされました。その人は、分別のつく年齢（若いころ）からすべての戒めを守ってきたと答えることによって、自分についていくつかのことを明らかにしました。
1. 彼は、神の戒めが実際にはどれほど厳しいものであるか、また、それに従おうとする人間の努力がどれほど惨めに及ばないものであるかを、まったく理解していませんでした。例えば、彼は姦淫とは他の人の妻を取ることだと思っていましたが、神は、姦淫を、心の中で女性を欲情の目で見ることにすぎないと定義しています（マタイ5:27-28）。これは大きな違いであり、生涯にわたって実行することはまったく不可能です。
1. それはまた、彼が、完全な従順という方法によって永遠のいのちを得ようとしており、しかも自分はそれを成し遂げたと自分自身を欺いていたことを明らかにしました。例えば、彼はすでに、神にのみ用いられる言葉を、自分が人だと思っていた人物に当てはめることによって、罪を犯していました。この人は、正しい人に対して正しいことを求めていましたが、自分自身の状態と、永遠のいのちを得る方法について誤解していました。
イエスは心から彼に同情して言われました。「あなたには、たった一つだけ欠けたところがあるのです。さあ、家に帰って財産を全部売り払い、そのお金を貧しい人たちに分けてあげなさい。そうすれば、天に宝をたくわえることになるのです。それから、わたしについて来なさい。」
- マルコの福音書 10:21
イエスは彼に現実を直視させようとされたので、彼自身に自分の罪深さを明らかにする何かを「する」ように言われます。彼は裕福だったので、永遠の命を得るために、自分の財産を貧しい人々に分け与え、来てイエスに従うように告げられます。その青年は、貪欲または所有欲という罪がそれを許さないため、「できない」ことに直面します。
彼の生涯で初めて、彼は律法の重みに直面し、それに押しつぶされ、その要求が自分の従う能力を超えていることを示されます。彼の目が開かれ得るところまで来ていました。この要求はあまりにも大きかったため、彼はイエスに救ってくださいと叫ぶこともできました。彼はあまりにも弱く、あまりにも罪深かったため、完全な従順によって永遠の命を得ることはできませんでした。
そして、イエスは彼を救われたことでしょう。信仰は、イエスが望まれたことを行う力を彼に与えたことでしょう。救いは律法への完全な従順によるのではなく、イエスを信じる信仰によるのだと彼が理解した今、イエスは彼の富を返してくださったかもしれません。
このイエスのことばに、その人は顔をくもらせ、悲しそうに帰って行きました。たいへんな金持ちだったからです。
- マルコの福音書 10:22
しかし、そうはならなかった。彼はイエスを受け入れること（イエスがご自分を何者だと主張しておられたかを、彼は知っていた）も、イエスが要求されたことを行うこともできず、非常な悲しみを抱えて立ち去らざるを得なかった。なぜか。今や彼は罪を知り、今や律法の真の要求を感じ、今や従順によって永遠のいのちを得ることはできないと悟り、信仰によってそれを求めることを拒んだ。今や彼は、自分にとってこの世で最も重要なものが何であるかを知った。自分を欺いてそう思い込んでいたように、神でも永遠のいのちでもなく、金だった。
もし少なくともイエスが言われたことを実行しようとし、良い行いによって永遠のいのちを得ようと心に決めていたなら、彼はすぐに失敗を認めざるを得なくなり、行いによってではなく信仰によって救いへと導く主の憐れみを見いだしたことでしょう。しかし、彼は試みさえしませんでした。なぜなら、彼の人生で何よりも重要なものは自分の富だと、すぐに悟ったからです。
永遠のいのちとお金
これによって、私たちはこの物語の第二の部分、すなわち、イエスがその裕福な青年と、彼がたった今した選択について語られたことへと導かれます。
²³ そのうしろ姿をじっと見ていたイエスは、弟子たちのほうをふり返り、「金持ちが神の国に入るのは、実にむずかしいことです」と言われました。
²⁴ このことばに、弟子たちはびっくりしました。イエスは、もう一度言われました。「愛する子どもたちよ。財産を頼みとする人が神の国に入るのは、なんとむずかしいことでしょう。 ²⁵ 金持ちが神の国に入るよりは、らくだが針の穴を通るほうが、よほどやさしいのです。」
- マルコの福音書 10:23-25
私は救いについてのさまざまな考えや、永遠の命に至る異なる方法について話してきましたが、イエスは、この人が抱えていた問題は神学ではなく、お金であったと明確に述べています。さらに、金持ちは天の御国に入ることができないという一般的な発言までされています！これは、金持ちが大勢いるため（特にアメリカでは）、聞くのがつらいことであり、今もそうです。イエスは、金持ちが御国に入るのは、らくだが針の穴を通るのと同じくらい難しい、つまり不可能だと言われています。
ここではその理由を説明していませんが、聖書の他の箇所から、なぜそうなのかが分かります：
A. 富は利害の対立を引き起こす
だれも、神とお金の両方に仕えることはできません。必ずどちらか一方を憎んで、他方を愛するからです。
- マタイの福音書 6:24
富を追い求めることは、通常、人の心に神の王国が確立されることに反する活動に人を関わらせます。富んでいる人は富を追い求め、それに全き忠誠をささげなければなりません。弟子たちは喜び、平和、義、魂を追い求め、自分の時間をこれらにささげます。
どちらも時間と愛を必要とし、時間と愛を両方に同時に注ぐことはできません。選ばなければなりません。
B. 富を愛することは罪につながる
パウロは言います。
金銭を愛することが、あらゆる悪の根です。ある人たちはお金を愛するあまり、信仰から迷い出て、ひどい苦痛をもって破滅に陥りました。
- テモテへの手紙Ⅰ 6:10
その若者にとって、富への愛は、キリストとキリストが差し出された永遠のいのちを拒むことへと導きました。私たちのほとんどは、それほど劇的な堕落を経験しませんが、金銭への愛は：
· 嘘をつくこと、ごまかすこと、そして人を殺すことにつながります。
· より多くのお金を得るためだけに、家族や教会に対する自分の務めを放棄することにつながります。
· ますます多くのお金を得たり、保持したりすることを自分に許せるよう、良心を麻痺させることにつながります。
所得税の申告時期に、少しのお金のために不正をしたいという誘惑を感じたことはありませんか。主とお金のどちらをより愛しているかを見分けるのは簡単です。どちらか一方に費やす自由時間の量を測るか、選ばなければならないときにどちらを後回しにするかを見ればよいのです。
C. 富は孤立させる
お金によって、自分自身の環境を作り、維持することができるので、望まない影響から自分を隔離できます。富が多すぎると、あなたと聖霊の御声との間、また貧しい人々の叫びとの間に壁が築かれます（富んだ人とラザロ）。
富む者たちは、その富の輝きのために王国を見ることができない。
お金が天国への道を妨げる理由は、いくらでも挙げることができますが、要するに、イエスは富んでいる者は御国に入ることができないと言われています。
²⁶ 弟子たちはますます驚いて言いました。「そうだとしたら、この世の中で、いったいだれが救われるのでしょう。」（金持ちこそ神から祝福された人だと考えられていたからです。）
²⁷ イエスは弟子たちをじっと見つめ、「それは、神でなければできません。神には、どんなことでもできるのです」と言われました。
- マルコの福音書 10:26-27
使徒の働きたちはこの教えに驚き（私たちも驚くべきです）、絶望して尋ねます。では、金持ちが救われないのなら、いったい誰が救われることができるのでしょうか。ユダの手紙ヤ社会では、裕福であることは神の祝福と同一視されていました。ですから、金持ちが失われるのなら、貧しい人々には望みがありませんでした。
イエスは、もし裕福な青年の支配者が信仰の小さな一歩を踏み出し、同じ質問をしていたなら、ご自分が答えられたであろうことを答えられます。裕福な人々は、その富の重荷のために、御国を認識することができません。しかし、この重荷にもかかわらず、神は（福音の力を通して）ご自分のもとに信仰をもって来る人々を召し、救われます。例えば：
· バルナバ、土地所有者（使徒の働き 4:36）
· リディア、裕福な商人（使徒の働き 16:14-15）
富は永遠の命に至るための大きな障害であり、霊的な失敗の大きな原因です。しかし、神にはすべてのことが可能です。物質主義や富に打ち勝ち、キリストの王国を見いだして、そこに忠実であり続けることさえ可能です。
真の富
この節の最後の部分で、ペテロは、使徒の働きたちが若い役人のできなかったこと（すべてを捨ててイエスに従うこと）を行ったという事実について、イエスに尋ね始めます。彼らには、これから何を期待できるのでしょうか。
²⁸ するとペテロが、自分や他の弟子たちが捨ててきたものを数え上げ始めました。「私たちは何もかも捨てて、あなたに従ってまいりました。」
²⁹³⁰ これを聞いて、イエスは言われました。「はっきり言っておきます。わたしを愛するゆえに、また福音を人々に告げ知らせるために、家、兄弟、姉妹、父、母、子、財産をすべて投げ捨てた者は、必ずその百倍の報いを受けます。この地上では迫害されますが、それでも家、兄弟、姉妹、母、子、土地はちゃんと戻ってきます。そればかりか、次の世では永遠のいのちを受けるのです。 ³¹ 今は一番偉く見える者が、その時には一番軽んじられ、今は小さい者と見下げられていても、その時には一番大きい者となる者が多いのです。」
- マルコの福音書 10:28-31
これはもっともな質問であり、イエスは、イエスに従うという彼らの決断がもたらす三つのことを示されます。
1. 今、豊かな人生。 彼らは、自分たちの決断のために失われた人間関係を取り戻すことになります。私たちの教会の「家族」は、通常、信仰を持たない地上の家族よりもはるかに大きく、満ち足りたものです。
1. 迫害。 神は家族の支えを与えてくださいますが、その決断には迫害の脅威も伴うと警告しておられます。それは時には権力者やサタンのしもべたちから来ますが、多くの場合、キリストに従うために後に残してきた、まさにその人々から来ます。
1. 永遠のいのち。 もちろん、これはその青年が望んでいたものであり、イエスが弟子たちに与える約束です。彼らは、彼がすることを拒んだことを行い、彼が切望していたのに、手放そうとしなかったために永遠に失ったものを受けることになります。イエスが彼らに最後に励まされたのは、今日、あらゆる状況で最も良いもの、最初のものを得ているように見える富んだ人々のことを心配しないことです。今は最後にいるように見える人々が、キリストが来られるとき、最初の位置に就くのです。
要約
これは、私たちの時代と社会にとって非常に重要な教えです。なぜなら：
· 私たちはこの世において富んでいる者です。
· この地上のすべての人々の中で、私たちは物質主義によって目がくらまされる最大の危険にさらされています。
もしイエスが私たちにまさにそのことをするようお召しになったなら、私たちは今でもすべてを捨ててイエスに従うことができるでしょうか。私たちは従うでしょうか、それとも悲しみながら立ち去るでしょうか。自分の持ち物や楽しみのために、そうすべきだと分かっている道でイエスに従うことを妨げられてはなりません。
